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研 究 主 題

生 徒の学習意欲 を高め、主体 的に学習 する態度 を育 てる指 導法の工夫

1主 題設定の理由と研究の進め方

1研 究主題設 定の理 由

技術 ・家庭科 で は、「生活 に必要 な基礎 的な知識 と技 術 の習 得 を通 じて 、 家庭 生 活 や社 会

生 活 と技術 とのかかわ りにつ いて理解 を深 め、進 んで工夫 し創造 す る能力 と実践 的 な態度 を

育 て る。」 ことが求 め られて いる。授業 にお いて は、教科 の特性 か ら生徒 と一緒 に もの を作

り上 げなが ら、 ともに喜 びを感 じる ことができる。 しか し、 めま ぐる しい社 会 の変 化 や 、 核

家族 化、少子化 という社 会状況 の中 で育 った子供 たちに、 どのよ うに生活 に必要 な基礎 的 な

知識 や技術 を指導 した らよいか は教科 の大 きな課題 とな って い る。

幼 い頃か ら求 め るものがすべて揃 って いる環境 の中で生活 し、た とえ物 を作 る とき に もマ

ニ ュアルどお りに作 りさえすれば必ず完成で きる経験 しか もっていない子供 たち は、真 の完

成 の喜 びを味 わ った経験 が少 ない。 さ らに、身の回 りにある もの さえ、その もの ので き上 が

るまで の過程 に触 れ る機 会 もないたあ、物を作 るこ とに興味 ・関心 はもって いて も根 気 が続

かな い生徒が多 い ことも事 実で ある。

この よ うな現状 に対応 す るためには、分か る授業 を通 して、生徒 が 自ら目標 を もって学 習

し、実験 や実習 によ って、学 習の内容を確か あた り深化 した りして、生活 にお いて学 習 内 容

を創意 工夫 し発展 させ る実践的 な態度 と能力を育て る ことが でき ると考 えた。

ここで は技術 ・家庭科 とい う教 科 の特性を生か しなが ら、教材 ・教具 の研 究 ・開発 を通 じ

て 、生 徒一 人一人 が目標 を もって主体的 に学 習す る態度を育て る指導 にね らいを お き、 指 導

内容 ・方法の工夫 ・改善 につ いての研究を進 めることに した。

2分 科会 ごとの研究主題 と研 究の主な内容

各分科 会 ご との研究主題 お よび研究内容 は、次の とお りで ある。

(1)[木 材加工]練 習 を兼 ねた予備題材を用 いた指導法 の工夫

生 徒 に木材加工 に対 して の興味 ・関心を もたせ、限 られた時間 の中で学 習効果 をあ げ る

指導内容 ・方法 にっ いて研究 を進 めた。

②[電 気]回 路学 習 にお ける指導法 の工夫

学習内容 の理解 と実習 との関連を よ り深 めるための教具 を利用 した指導 内容 ・方法 にっ

いて研究 を進 めた。

㈲[家 庭生活]「 家族 」を意識 しなが ら学習 して い く指導法 の工夫

家庭 の大切 さに気付 き、 自 らの家庭生活 をよ りよ くしよ うとす る意 欲を育て る指導 法 の

研究を進 めた。

(4)[選 択教科技術 ・家庭 にお ける 「食物」領域]

第3学 年選択授業 の指導法 の工夫

男女共学 において、50分 とい う限 られた時間 で学習す る効果的 な題材 開発 と指導法 の研

究を進 めた。

一2一



II研 究 内容

「木材加工 」

1研 究 の進め方

(1>「 木 材加工」領域の設定理 由

今 日の生 徒 は、釘打 ちが うま くで きなか った り、木材 の香 りを き らった りす るな ど、 木

材 とい う材料へ の興味 。関心 が薄 らいで きてい る傾 向 も見 られ る。「木 材加 工 」 領域 は、

全て の生徒 が履修す る領域 であ り、第1学 年 での履修 が標準 とされて いる。 それ は、木 材

は生徒 に とって、最 も身近 な材料 の一 っであ り、製作 を中心 とす る技術 ・家庭科 の基 礎 的

な学習 に最 も適 した材料 と言 え るか らであ る。木材 は加工性 に も優 れ、題材 を幅広 く設 定

で きる。 また、地域 によ っては、学校 の環境 や地域 の特性 を活 かす ことも容 易 にで きる。

この よ うな柔軟 な特性 を もった材料 を効果的 に使 うことで、実践 的 ・体験 的 な学習 を活 動

を通 して木材 のよ さに気付かせ るとと もに、「木材加工」領 域 の基 礎 ・基本 に身 に付 け さ

せ ることが本教科 の学習 の基礎 に もっ ながる と考 え 「木材加工」領域 を取 り上 げた。

ここでは、授業展 開 の中 での導入部分 に用 い られる題材を予備題材(練 習を兼ねた題材)

と し、本格 的に作 り上 げる題材を本題材 と し、予備題材を本題材 の作品 の一部 と して も使

用 で きるよ うにす ることで、生徒が基礎的 ・基 本的 な内容を確実 に身 に付 け、道 具 の正 し

い使 い方 ・正確 な加 工方法 などを習得 させ るな ど、生徒が常 に興味 ・関心 を もって学 習 で

きるよ う工夫 した。

(2)研 究の構想

① 実態調査 の分析 ・考察

② 指導計画及 び学 習指導案の作成

③ 教材 ・教具 の工 夫

④ 授 業研究 の結果 とまとめ

⑤ 研究 のま とめ と今後 の課題

2研 究 の内容

(1)実 態調査の 内容

研究 を進 めるに当た り、生徒 の木材加工 に関す る興 味 ・関心 にっ いて ア ンケー ト調 査 を

実施 した。(都 内公立 中学校13校 第1学 年 男女約1,860名)

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

自宅 に大工道具 があ ります か。 はい

中学校 入学 まで に 「の こぎり」 を使 った ことがあ ります か。

はい

「き り」 を 使 っ た こ とが あ ります か。

「げ ん の う」 を 使 った こ とが あ ります か。

「か ん な」 を 使 っ た こ とが あ ります か 。

「さ しが ね 」 を 使 った こ とが あ ります か 。

「の み 」 を使 っ た こ とが あ ります か 。

「く ぎ」 を打 っ た こ とが あ ります か 。

は い

は い

は い

は い

は い

は い

81.7%い い え18.3%

96.4%

92.4%

70ユ%

34.4%

59.1%

29.1%

96.4%

い い え3.6%

い い え7.6%

い い え29.9%

い い え65.6%

い い え40.9%

い い え70.9%

い い え3.6%
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ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

「く ぎ」 を 抜 い た こ とが あ りま す か 。 は い

「カ ッ タ ー」 を 使 った こ とが あ りま す か 。 は い

今 ま で に木 を利 用 して 物 を作 った こ とが あ ります か 。 は い

お も しろ い お も ち ゃを 見 て 分 解 して 中 を見 た くな りま す か 。

は い

木箱 を壊 した ことがあ りますか。

ダ ンボール箱 を解体 したことがあ りますか。

木材 は好 きです か。

木 で何か物を作 ってみた いと思 いますか。

は い

は い

はい

はい

94.2%い い え5.8%

98.8%い い え1.2%

95.3%い い え4.7%

52.6%い い え47.4%

40.9%い い え59.1%

81.3%い い え18.7%

74.4%い い え25.6%

80.7%い い え19.3%

(2)調 査結果 の考察

ア ンケー ト調 査前の予測 で は、男女共 に木材 に対 す る関心 が低 く、大工道具 に触れ る機

会 も少 な くな って きて いるだろ うと考 えた。また、製作 に対 す る意欲 は、壊す ことか ら生

まれ ると考 えたが、身 の回 りか ら リンゴ箱等 の木箱 は少 な くな り、 それ に変 わ って発泡 ス

チ ロールの箱 が多 くな り、壊す のに釘 を抜 く作業 がな くな って しまった。 ア ンケー ト結 果

は上述 の通 りだが、予測 に近 い ものであ った。「の こぎ り」や 「き り」 は小学 校 の図画 工

作 の授 業 で も使用 して いる こと もあ り、 ほ とん どが中学校入学以前 まで に経験 して いる。

また 「げん の う」 の使 用経験者 は少 ない数字が表れ たが、「くぎ」打 ち経 験者 が多 い こと

か らも 「げん の う」 という名称を理 解 して いないたあ と考 え られ る。 これ は、 ア ンケ ー ト

作成上 あえて 「げんの う」 とい う名称 に こだわ った ことによ る。 また、 ダ ンボール箱 の解

体 よ りも木箱 の解体経験者 が少な くな ったのは当然 の結果 で もあ った。身 の回 りか ら木箱

が な くな って きた ことは、それだ けで も木材 に触 れ る機会が少 な くなってきたことであ り、

「木材加 工」 の視点 か ら見れば残念 なことである。 っま り、今 日の生 徒 が 自由 に使 え る状

態 の木材 か ら離 れた生活 の中で、材料 と しての木 材への関心 が低 くな って きてい る こと は

明 らかで ある。 このよ うな生徒 に興味 ・関心 を もたせ る授業展 開を どのよ うにす るか は大

きな課題 で もあ る。
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③ 指導計画(35単 位時間)

◎:関 心 ・意欲 ・態度 ○:創 意工夫す る能力 △:生 活 の技能 □:知 識 ・理解

指 導 項 目 時間 指 導 内 容 評 価 の 規 準

1木 材 と生 活 1 ○木材 と生活 とのかかわ りを知 らせ る。 ◎ 木 材 に 関 心 を もち

「木材加 工 」 学 習 へ

の意欲 が見 られ る。

口 木製 品の特徴 な どを

説 明で きる。

口木材 の特性 を説 明 で

きる。

○予備題材 を生か した

構想 に工 夫が見 られ

る。

△構想 図や製 作図 が正

しくか け る。

2木 材 の性 質 3 ○木材 の組織構造 を知 らせ る。

○繊維方 向によ る強さの違いを知 らせる。

○収縮 によ る変形 を理解 させ る。

3設 計

・予 備題材 の製 作

品を本題材 に生

かす。

5 ○木材加工 の しかた、手順 を知 らせ る。

○製作 しよ うとす るものの機能 を考 え さ

せ る。

○ じょうぶ な構造 を理解 させ る。

○構想図(等 角図 ・キ ャビネ ッ ト図 ・第

三 角法)や 製作図を書かせ る。

○材料表 、工 程表を書かせ る。

4製 作

予備題材

。予備題 材で の製

作品 を本題材 に

使用 す る。

5 ○必要 な材料 を考 え させ る。

○ けが き工具 を適切 に使用 し、 けが きを

させ る。

○両刃 の こぎりの構造 を知 り、切 れ る仕

組みを理解 させ る。

○両刃の こぎ りで材料 を切断 させ る。

○かん なの構造を知 り、切削 の仕組 み を

理解 させ る。

○接着 剤 の特徴 とそれ らの適切 な使 用方

法を知 らせ る。

○ きりで した穴を開 けさせ る。

○ げんの うの頭 を使 い分 けて くぎ打 ちを

させ る。

○ サ ン ドペーパ をかけて仕上 げをさせる。

◎予備題材 の製作 を主

題 材の計画 を踏 まえ

て意 欲的 に取 り組 ん

で いる。

△製作 に必要 な主 な工

具 を適切 に使 え る。

口製作 に必要 な工 具 を

説 明で きる。

△口製作 の手順を説 明

で きる。

○予備題材 で製 作 した

ものを主題材 の製 作

に生 か してい る。

◎失 敗 を乗 り越 え て意

欲 的に製作 している。

△設計通 りに点検 しな

が ら作業 を進 めて い

る。

本題材 20 ○決 った寸法 の材料 を生か し、各 自の設

計 に したが って製作を進 める。

○木製品の用途 に応 じた塗装 を させ る。

5木 材の利用 と

役割

1 ○木材 資源 、森林 資源の環境保全 にっ い

て考 え させ る。

○木材 の役割 と有効利用 の大切 さを知 ら

せ る。

◎ 木材 の利用 と役 割 に

関心 を もって い る。

口環境保全 と資源 にっ

いて説 明で きる。
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(4)展 開例

指導 内容 「材料 の切断 と部品加工」

指導目標 予 備 題 材 の 加 工

時 指 導 学 習 の 流 れ 評 価 の 観 点

間 事 項 教師の指導 教材 ・教具 生徒の活動

3
本
本時の学習内容を 記 録 カ ー ド 本領域の学習内 ◎学習に対する課題を

分
目 時

説 明 す る。 の概要 を知 る。 もち授 業 に積極 的 に

標 の 取 り組 ん で い る 。

7 両刃 の こぎりの使 両刃 の こぎり 両刃 の こぎ りの △口両刃 の こぎ りの縦

分
両
刃 い方 を説明 し演示 使 い方 を知 る。 引 き横 引 きを使 い分

9 す る 。 両刃 の こぎ りを け る こ とで き る。

雀 ぎ (治 具 も含む) 使 い木材を切 る。 口 作業 の安全 につ いて

い 説 明 で き る。
方

30
か
かんなの使 い方 を さ しがね かん なの使 い方 [コかん なの使 い方 を説

分 ん 説 明 し、 こば の か かんな を知 る。 明 で き る。

な んな削 りの演 示 を △ かん なを使 い、 こば
の

使
す る 。 こばのかん な削 削 りが正 し くで き る。

い りを す る。 △ かんなを使 い こば の

方 修 正 が正 し くで き る。

木
木 ロの加工 を説明 さ しがね 木 口の加 工 の説 △木 口の加工 が正 し く

口 す る 。 ベ ル トサ ン ダ 明を聞 き、加 工 で き る 。

の す る 。 口木 口の加工 につ いて

加 加工の検査をす 説 明 で き る。
工

る 。 △加工の検査ができる。

10 片付けの指示をす 記 録 カ ー ド 後片づけをする。 △安全 にかたづ けが で

分 片 る 。 き る 。

付

け
作業記録を記入

作 作業記録の記入の す る。 口学 習を振 り返 り、 作

業 仕方 を説 明す る。 業記録に記入で きる。

記

録
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3研 究の まとめ と今後 の課題

・ 予 備題 材で の製作品 を本題材 の作 品に生 かす ことによ り、予備題材へ の学習 の意 欲 を高

め ることがで きた。

・ 作業進 度の違 いは、男女 に関係 な く経験 の違 いによる もの と思 われ る。

の こぎりびきでは、2～3名 をのぞいて ほぼま っす ぐ切 れていた。 この2～3名 につ い

ては、かんな、工作機械(ベ ル トサ ンダ)な どを使用 す ることによ って修正す ることが で

きた。 この ことによ り、生徒 の学 習意欲 を継続 させ ることがで きた。

・ 予備題材 の加工 で道具 の取扱 いに慣 れ ることがで き、作業 の能率 が上 が った。

予備題材 を導入す る ことによ って、 自分 のっまず き箇所 が分 か るたあ、本題材 にお いて

もあ らか じめっ まず きやす い箇所 の作業 を慎重 に行 うな ど、一人一 人が意 欲的 に学習 に取

り組 む ことがで きた。

4今 後の課題

授業研究 で はの こ ぎり引 きを行 ったが、安全 のための作業 スペ ースを十分 に とる必 要 が

ある。

生 徒 の木材 への興 味 ・関心 を高 めるために、木材 のよ さを実感 で きる機会 を多 く して い

きた い。

学 習効果 をあげ るため に、予備題材を効果的 に生か した主題材 にっ いて研 究を深 あ る こ

とを これか らも考 えて いきたい。

・ 他地域 において も予備 題材を用 いた教材の検討が必要で ある。

・ 授業 にお いて作品 を製 作す る時 には、能率を高あ るために機械 を使用す ることがあるが、

家庭生活 の中 での作業 を考 え ると、手 作業の知 識や技術 も重視す る必要 があ る。

・ 環境 問題 と関連 を図 り、木材 の大切 さや環境 の保 全 につ いて の指導 を充実 させ る必要 が

あ る。

[作業記録]

本 日の学 習内容

使用工具[

うま くい った点[

うま くいかなか った点[

気づ いた点[

工夫 した点[

今 日の授業 は意 欲を もって できた。

授業 が理解 で きた。
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「電気」 領域

1研 究 の進め方

(1)領 域設定の理 由

現 在の生活 において電 気 は欠 かす ことので きな いエネルギーである。生徒 も日常生 活 で

ご く無意識 の うちにい ろいろな形 態で電気 を使 って いる。 しか し、電気 に対 す る関心 は必

ず しも高 いとは言 えず、知識 や理解 も十分 で はな い。さ らに、それ らが生 きて働 く力 とな っ

て い るとはいいが たい現状 があ る。

「電 気」領域 の学習 においては、電気 が 目に見えな いもので あるために、生徒 の主体 的

な活動 に よる授業を進 めに くい傾 向があ る。また、実 習にお いて は、ハ ンダ付 な どの作 業

が中心 であ り、回路 図を見 て配線 を考 えなが ら組 み立 てて い くよ うな教材 は少 な い。 さ ら

に、教材 の中 には、部 品の指示通 り取 り付 け さえすれば回路 の内容が分か らな くて も容 易

に完成 して しま うもの も多 い。 この場合 、完成 しなか った ときどこが違 って いたかを 、 自

分 で見 っ け られ る生徒 は少 な く、 す ぐに教 師に頼 る場合 も少 な くない。

この ことは、生徒 の回路 にっいての興 味 ・関心 が十分 に高 め られてお らず 、回路 の基 本

的 な働 きの理 解や知識 が十分 でないたあに起 きると考 え られ る。

ここで は、回路の学習 に焦点 を当て、実物 と回路 図 との関係を体験的 に理解 す るため の

教具 を使 い、実習を 中心 と した 自主 的な学習活動 を通 して、生徒の回路 に対 す る興味 ・関

心 を高 め るとと もに、回路 に対す る理解 を深 め る指導 内容 ・方法 の工夫 にっ いて研究 す る

こととした。

② 研究 の構 想

研究を進 め るに当 た り、研究員所属 の各 中学校 で 「電気 」領域 にっ いての理 解 にか か わ

るア ンケー ト調 査を行 い、理解 の不十分 な箇所 を確認 した。 ア ンケー ト調査 の方法 にっ い

て は、指導前 、指導後 に分 け、 ク ラス別 、学年別 に調査 を行 った。併せて 、指 導後 にお い

て も理解 がまだ不十分 な点 にっ いての調査 も行 い、総合 的な視点 か ら指導法 の改善 を図 る

よ うに した。

① 実態調査 の分析 と考察

② 教具 の開発 と指導計画 の作成 および授業研究

③ 今後 の課題 と研究 のま とめ

2研 究の 内容

(1)実 態の把握

研究 を進 め るに当 た り、生徒 の電気 に関す る理解 の状況 を把握 す るたあ、 ア ンケ ー ト調

査 を実施 したQ(都 内公立 中学校5校)

ア ンケー トの項 目は、 それぞれ の項 目で直接理解度 が判断 で きるよ うに設定 した。

② 調査結果 と考察

38問 のア ンケー トの中か ら、興味深 い項 目について質問 内容 とその結 果を抜粋 す る と次

の よ うにな る。
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ア ンケー トよ り抜粋
※単位は% は い い い え

○ 「負荷」 とい う言葉 を聞 いた ことが あ りますか。 7.2 7.9

○ 「まめ電球」 は 「負荷 」ですか。 8.6 8.6

○ 「電 流」 とい う言葉 を聞 いた ことがあ りますか。 9.4 33.8

○ 「電流 」 には流 れ る向 きがあ るのを知 って いますか。 7.2 12.2

○ 「ハ ンダ コ テ」 の ヒー ター は抵 抗 で あ る こ とを知 って い ます か 。 23.0 30.2

○ 「直流」 とい う言葉 を知 っていますが。 23.7 34.5

○ 「懐 中電灯 」 に流れて いる電流 は直流 であ ることを知 ってい ます 22.3 33.8

か 。

ア ンケー トの結 果 に基づ き、生徒 の理解 が難 しいと思 われる点 にっいてま とあて みた。

① 抵抗 の意 味 ② 電源 とは何 か ③ 負荷 とは何 か

④ 導線 の働 き ⑤ 直流 と交流 の判断

これ ら生徒 が深 く理 解 して いない項 目に焦点を当 て研究 を進 めた。

これ らの項 目は、「言葉 と して聞 いた ことはあ る」 とい う理 解 の程 度 で あ り、 それ以 上

の深 い理解 が不足 してい る。 この ことは、講義形 式の授業 にな りがちで、生徒 が意欲 的 に

授業 に取 り組 めない ことが大 きな原 因で あると考 え られ る。そ こで、実習形式 で授 業 を展

開 させ、生徒 が体験 を通 して学 習で きることを基 本 と した。

(3)題 材 の設 定

① 教具

使用す る教具 は、市販 されて いる もの もい くっか あ るが、生徒 が主体 的 に学習 で き る

よ うな教具 を 自作 し、学習活動の中 で生徒が活用 できる指導法 を考 えた。

〔写真1]の よ うな4っ の端子 だけで露出 されて いる箱(ブ ラックボ ックス)を 使 用

し、内部 に入 ってい る電気部 品を生徒 に考え させ る。 また、 この ブラックボ ックスを使

用 す ることによ って、回路 の4要 素 など講義 形式 にな りが ちな授業が実習形式 を含 んだ

ものに した。

嚢

[写真1]

灘

[写真2]
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② 操 作方法

検 査す るた めの道具 と して はテス ターを使用 せずに テスターの代 わりとな る物(以 後 、

検 査部 品、9頁 写 真2参 照)を 箱 の外 に露 出 してい る端子 にあてて調 べ させ る。 ただ し

4っ の端 子の2点 で調 べ るので、 どのよ うな配線 にな って いるか は解 らない。

③ 学 習プ リン ト

検査部 品を用 いて ブラックボ ックスを検査 し、その内容 を学 習 プ リン トを使 用 して推

理 して い く。以下 に学習 プ リン トを使用 した一例 をあ げる。

学習プリント( )組( )番 氏名( )

① 導 線 や負 荷(豆 電 球)が かくれているかどう力覇 べよう。

使用検査部品→→→豆電球+電 池

ヒン ト→→→豆電球がっいたかっかないかを良く見て明るさで推理 しよう。

緑

青

緑 青 金

・×
x
暗 く
ワ ㌧吹

9

日掻く

フt1セ x

つぐ

セしフぐ
鴨
亙
岡τ

氏.恭
一

士
月

理推

↓

豆 電 球 駅}

赤_金 で 購 ぐク施

② 電 源 がか くれ て いるか ど うか 調べ よ う。

使用検 査部 品→→ →豆電球

ヒン ト→→→豆 電球が っいた かっ かな いかで推 理 しよ う。

赤

緑

青

緑 青 金

天 × ×

× ×

x

團

X

"

全音FっE、 ノ4・,・ヒ・

う)セ ・さ 電 メ}ミろぐ

7マutJし,

① ② を総 合的 に推理 ・判 断

す る とブラ ックボ ックス内 は、

右 図の ようにな ってい る と思 わ

れる。
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(4)指 導 計 画(35単 位 時 間)

◎:関 心 ・意 欲 ・態 度 ○:創 意工夫す る能力 △:生 活 の技能 □:知 識 ・理解
一

項目 指 導 目 標 指 導 内 容 評 価 の 規 準 時数

電
・電 気 エ ネ ル ギ ー の ・身近 にあ る電気 エネルギー 口 電気 エ ネルギーの利用 の長

気 利用の長所や短所 の利 用 と課題 所 や短所 を説明 で きる。
と 2

生 を 考 え さ せ る。 ◎ 課題意識をもち学習に取り
活

組 も う とす る。

・簡単 な回路 の仕組 ① 回路 の4要 素 △ 簡単 な回路図を読図 し、 回

簡
単
み や構成 にっ いて ② 実体配線図と回路図 路構成がで きる。

な 理 解 さ せ る。 ③ 電源の種類と特徴 ○ 回路を工夫 し変更 で きる。
電 9

気 ④ 負荷の働きと種類 ◎ 回路 の仕組 みを解 明 しよ う

回
路 ⑤ 直流電 源、交流電源 の とす る 。

働 きと違 い 口 電源 につ いて説 明で きる。

・電気機器 の仕 組 み ・電気機器 の構成 ・仕組 み ◎ 電気機器の構成や仕組みに
電
気 や電気材料 にっ い ・電気材料 関心 を もっ 。

機
器 て 理 解 さ せ る。

、

・屋内配線 口 屋内配線の仕組みが分かる。
9の

取
・電気機器 の点 検修 ・回路計 の使 い方 ○△ 電気機器を安全に使える。

扱 理や安全な使用が ・電 気 機 器 の点 検 ・修 理 ・ △口 簡単な点検と故障の原因
い

で きる よ うにす る。 安全な使い方 や処理 が説明 で きる。

電 ・目的 に応 じた簡単 ・電子部 品の働 きと使 用法 ◎ 電気 回路の設計 ・製作 に意
気
機 な回路の設計や製 ・電子部品 と図記号 欲 的に取 り組 もうとす る。

器
の 作 がで き るよ うに ・目的に応 じた回路設計 [コ 製作 品に創意 工夫が生 か さ

設
計

す る 。 ・回路 の工夫 れ て い る。
13

と

製
。回路 の製作 ○△ 回路 を確認 しなが ら部品

作 ・製作品 の応用 ・発展 の取付 け等 が適切 にで きる。

・電子 技術 と生活 と ・電子技術 の発達 と生活 ◎ 電気 の利 用 にっ いて見 直 し

電 の関連や電気と生 ・産業 におけ る電気 の役割 よ りよ い活用を考 えて い る。

気
活や産業の発達 と ・環境保全 と生活 ○△ 省資源の立場から電気の

の 2

利
の関係 を理解 させ ・他 の エ ネ ル ギ ー との 関連 利 用を実践 できる。

用 る 。 口 環境保全と電気との関連に

つ いて説 明 で き る。
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(5)指 導事例(9単 位時間)

① 単元

② 目的

③ 指導計画

「簡単 な電気回路 の理解」

●

●

●

■

●

o

●

●

④ 本時 の 目標 ・

回路 の4要 素を知 る。

回路 の4要 素を組 み合 わせ回路 を完成す ることがで きる。

図記号を理解 し図記号配線図 で回路 が書 け る。

回路 の知識を利用 して ブラックボ ックス内の配線 を推理 で きる。

簡単 な電気回路(回 路の4要 素)に つ いて1時 間

実体図 と回路 図(図 記号配線図)に つ いて1時 間

ブラ ックボ ックスの取扱 いと導線 の理解(推 理)2時 間

ブラ ックボ ックスを利 用 した電源 ・負荷等 の理解(推 理)

4時 間(本 時1/4)

ま とめ1時 間

いままで学習 した回路 にっ いての知識 を利 用 して、配線 が見え な い

ブ ラ ック ボ ック ス 内 の配 線 を推 理 し確 認 す る。

・ ブ ラ ック ボ ック ス 内 の配 線 を推 理 す る こ とに よ って 電 源 、負 荷 、 直

流 、 交 流 、 電 流 等 の意 味 を 理 解 を意 味 す る 。

⑤ 指導展開例

◎:関 心 ・意欲 ・態度 ○ 創意工夫す る能力 △:生 活 の技能 □1知 識 ・理解

指導内容(時 間) 学 習 活 動 留 意 事 項 評 価 の 観 点

・回路の4要 素を確認させる。 ・確認 しなが ら学習プリ ・考え られ るケース をあ ○ いろいろなケース

・ブ ラ ックボ ックスの 中 の配 線 を ン トに記入す る。 らか じめ推理させ、そ を想定で きる。

推理するための検査部品の使用 ・実際に通電の確認等を れそれの結果を細かく 口 回路の4要 素を説

法を説明する。 行 って考え方をまとめ まとめ られるように学 明 で きる。

例:豆 電球で通電を確認させる。 る 。 習プ リントを工夫する。 ム ブラックボ ックス

豆電球の明るさで電源の電圧の (学習プリントに記入) を適切に使用法でき

違いを確認させる。(15分) る 。

・ブラックボ ックスを配 り、 中 の ・検査部品を端子に接続 ・2人1組 の形態を とり ◎ 実習に意欲的に取

配線を推理させる。 し、その結果をまとめ 1人 は作業、1人 は記 り組 んで いる。

(全て違 う内容のブラックボッ て配線の有無や中に仕 録を担当させて協同 し ロ プ ラックボ ックス

クス) 込まれた電気部品の種 て学習が進むように配 の配線を推理できる。

類を推理する。 慮する。 ○ 試行の経過を記録

・推理 した結果を学習プ ・正答の班にはより高い して推理す るなど学

リントに記入 した上で レベルの ブラック ボ ッ 習の工夫が見られる。

箱を開けて中を見て自 クスを与え推理させる。 ム ブラ ック ボ ッ クス

分たちの推i理が正しかっ ・戸惑っている班には適 を効果的に使用 して

(25分) たか判断する。 切 な ヒン トを与 える。 い る 。

・各班の推理の結果を発表させる。 ・検査部品の接続によっ ・学習の状況等の把握 に △ 実習結果を分かり

・自己評価の仕方を説明する。 て分かったことをまと っいて は、学 習 プ リン やすく発表できる。

(10分) めて発表する。 トを利用する。
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3研 究の成果

・ 基 礎的 な 「電気」 の学習 では
、 とか く講義形式 の授業 が多 く、一方 通行 にな りが ちで

あ るが、 ブラックボ ックスを使用 す ることで生徒 が意欲 的に授業 に取 り組 む ことが で き

た。

・ 回路 の4要 素 を実際 に配線 した り、推理 した りす ることで、よ り具体 的 に回路 の仕組

みを理 解 させ ることが で きた。

・ 実際 の回路 と回路図 の関係 につ いて も
、 ブラックボ ックスをっ なげ るよ うに使用 す る

こ とで実体配 線図か ら図記号配線図へ の指導 をスムーズに移行す る ことがで きた。

・ ブラックボ ックスの中味を推理す ることで回路 に対 す る理解を深 める ことがで きた。

・ 個 々の理解力 に応 じた ブラ ックボ ックスを用意 す ることで、一 人一人 が意欲 的 に学 習

に参加す ることがで きた。

・ ブ ラックボ ックスは単純 な構造 であ るので、 いろいろな使用方法を工夫で きる。また、

「木材加工」 での学習を生か した り、ハ ンダ付 け練習 など生徒 の実習 と して ブラックボ ッ

クスを製作す る ことも可能 であ る。

・ ブラ ックボ ックスを使用 す る前提 に立 って指導 を進 め ることで
、生徒 の学習意欲 を高

く レベ ルに保 っ ことがで きた。

・ 実 習前後の指導 によ り、学 習内容 の理解 と学習 への意 欲を高め ることがで きた。

・ 負荷 の概 念 などについての理解 に関 して は、特 に効 果が上 が った。

・ 生徒 の電 気 に関す る基礎 的な知識 の程度 や学習へ の取組 みへの意 欲 は
、実習 中の質 問

や操作 な どか ら把握 で きた。

4今 後の課題 と研 究の まとめ

㈲ 今後の課題

。 ブラックボ ックスとい う教具を事前 に製作 ・準備 しな くてはな らな い
。

・ ブ ラックボ ックスは応 用範囲が広 いと思われ るので いろいろなパ ター ンの使用例 を 今

後 研究 して い く必要 があ る。

・ ブ ラックボ ックスを使 用 して学 習 した基礎的な内容をその後の製作実習 に生 か して い

くことが大切 であ る。

・ ブラ ックボ ックスを使用す るに当た り
、1つ の ブラックボ ックスを推理 させ る生 徒 は

何人 が一 番有 効で あるか につ いて は、今後 の研究が必要 であ る。

・ 生徒個 々の理 解力 に差 があるので、教師 のア ドバ イスの与 え方 に工 夫を要す る。

② ま とめ

今回の取組 み は 「電気 」領域の学 習の基礎、 いわば導入部分 に も通 ず るものであ るが、

指導方 法 と して は効果 の高 い ものであ ったと考 え る。 また 「電気」領域 の学習 に は、屋 内

配線 や電 気 と安全 など他 に重要 な項 目も多 い。それ らにっ いて も技術 ・家庭科 の特色 で あ

る実践 的、体験的 な学習 を重視 した指導方法 を確立 してい くことが大切で ある ことを改 あ

て実感 して いる。

さ らに、「電気」領域 の学 習 は理科 の指導 内容 との関連 も深 く、 理科 との連 携 を密 接 に

して い くこと も忘れて はな らない。今後 これ らの点 にっ いて も研究 を深 めて いきたい。
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「家庭生活」 領域 一家族 を意識 しなが ら学習 してい く指導法 の工 夫 一

1研 究 の進 め方

く1)題 材設定 の理 由

経済大 国か ら生活大国へ の志 向、高齢化社会 の到来 、出生 率の継続的低下 による少子化、

核家族化 の進 行、価値観 や ライ フス タイルの多様化 な ど、家族 や家庭を と りま く状 況 は大

き く変化 して いる。

これに伴 い家族 や家庭 が果 た して きた役割 、機能 もその形 を変 えっっ あ り、家族 の重 要

性、家庭 の機能 にっ いて 、一 っの概念 だけで測 ることは難 しくなって きて い る。 また、 社

会現象 と して家族間 の触 れ合 いが比較 的浅 い もの とな りつつあ り、家族 の人 間関係 は希 薄

にな って きて いる といわれてい る。

そ こで、一っ の概念 を押 しっ けるので はな く生 徒一 人一 人の それまでの生活 を大切 に し

なが ら、家族 の在 り方 、家族 の重 要性 に気付 き主体的 に学 習す る態度 を育 て、思 いや りの

心 を もって、生活 をよ りよ くしよ うとす る生徒 を育て たいと考 えた。

家族 とは何か、家庭生活 の中で重要な もの は何か に気付 き、家族 の一員 と して の 自覚 を

高 め、 よ り主体的 に学習 す る態度 を育 て る指導 法を探 りた く、 この題材 を設 定 した。

(2)研 究の構想

① 先行研究等 の資料 か ら家族や家庭の状況を把握す る。

② 研究主題 に基 づいて仮説を立て る。

③ 生徒 の発達段 階を考え なが ら、指導計画 を立 て る。

④ 教材 ・教具 及 び指導内容 の研究 を行 う。

⑤ 授業研究 を行 い、 その結果を考察 ・評価 し、教材 ・教具 、指導 法の工夫 ・改善を図 る。

⑥ 研究 のま とめを行 い。今後 の課題 を整理す る。

2研 究 の内容

(1)資 料 か らの考察

① 研 究を進 めるに当た り、現在 の家庭 や家族 を取 り巻 く社会状況 にっ いて、各資料 を も

とに考察を行 った。 、

・ 「世界青年意識調 査」(総 務庁平成5年)… ……休 日に家族 と過 ごす割 合 や家 族 と

いる時 に生 きがいを感 じる割合 は、他国 に比べ て著 しく低 い結果 にな って い る。

・ 「国民生活 時間調 査」(NHK世 論調 査)… ……家庭 にお ける子 供 の家 事 参加 の時

間数 は、昭和45年 か ら平成2年 までの20年 間 で著 しい減 少傾 向を示 して い る。

・ 「国民生活基礎調査」(厚 生 省)… ……3世 代世帯が減少 して きてい る。

・ 「青 少年 と家族 に関す る世論調査 」(総 理府平成5年)… ……18歳 以下 の子 供 が い

る親 の中 で、「家庭 にお ける親子 の触 れ合 いが充分 あ る」 と答 えた者 が33.2%「 あ

る程 度 あ る」 と答 えた者 は、56.8%で あ った。

「家庭 の教育力 は低下 して いる」 と思 う者が増 えて きて いる。
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家 庭 におけ る親子 の触 れ合 いがあ ると答 えてい る親 が多い反面 、家 庭の教 育力 の低下

を認 識す る親 も増加 してい る。 これは、核家族世帯 の増加 や、子 供の家事参加時 間 の減

少 も一因 であ ろうと考 え られ る。

② 最初 の授業 で生徒 が書 いた作文 「あなたにとって家族 とは」 より考察 を行 った。

・ 「家 に帰 る と、 力 が い っき に抜 けて 、 安 心 す るよ うな気 がす る。」

・ 「親 の帰 りが 遅 い と、 心 細 い。」

・ 「友 達 に話 せ な い こ と、 自分 が困 った こ とを相 談 す ると、問 題解 決 に もな る し、や っ

ぱ り家 族 に相 談 して よか った と思 う。」

。 「部 活 の っ らい練 習 に耐 え て い け るの も、家 族 が協 力 して くれ るか らだ 。」

・ 「家 族 と は 、 自分 に と って な くて はな らな い存 在 だ 。」

・ 「家 族 が 多 い ほ ど、楽 し くて 、家 に ず っ と い た い。」

・ 「反 対 に、 助 け た り しな くて は い けな いの だ な、 と思 った 。」

・ 「家 族 は、 ス ト レスが溜 ま って しま う もの だ 。」

・ 「父 親 は、 学 校 に子 供 の こ とで一 度 も来 た ことが な い。 だか ら、 家 庭 と言 う と父 親

が 思 いっ か な い。」

生徒が書 いた作文 か らは、「家族 はか けがえのない もの」、「安 らげ るもの」など、「家族」

とは自分 に とって大切 な ものだ とい う素直 な感想が あげ られている。

しか し、 自分 の立場 は保護を受 ける ものであ り、 自分か ら家族 に何 かを はた らきか け る

など、触 れ合 いを作 って い くとい う意識 にまで は発展 していな い。

また、少数で はあ るが、家族 に対 して否定 的な感想 をあげ た生徒 もいた。

③ 家庭 科担当 の教 師側 か らは、「家庭生活」 の導入部分 は生徒 の家庭環境 への配慮か ら、

授 業の内容 を深 くほ りさげて指導 す ることが難 しいとい う声 も聞 こえて きてい る。

これ らの結果 か ら、「家庭生活」領域 の導入 で、生徒 が情 緒面 での家族 の結 びっ きの大

切 さに気付 く指導 を行 うことは、今後 の学習が深 め られ、 自分 の生活 に反映 す ることが で

きるので重要 であ ると考え る。 また、生徒が客観的 に家族関係を とらえ ることがで き るよ

うに、生徒 の家庭 環境 に配慮 しなが ら、指導 してい くことは大切 な ことであ る。

② 仮説

生徒一人一 人が家庭生活 に関心 を もち、家族 の一員 として意識 を高 め、 自 らの家族生 活

を よ りよ くしよ うとす る意識 や態度 を育 て るには、下記 の5点 を柱 に研究 を進 めれば よ い

と考 えた。

① 学 習項 目の取 り扱 う順序 に配慮す る。

② 生徒の視覚 に訴 え る教材 を工夫 す る。

③ 生 徒が 自分 の考 えをま とめ られ るワー クシー トを作成 す る。

④ 生徒が互 いに発表 す る場 を設 け る。

⑤ 家族 の一員 として、 自覚 を高 め るような言 葉か けをす る。言葉か けには、多様 化 して

いる生徒 の家庭環境 を理解 し、プ ライバ シーの保護 に十 分配慮す る。
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㈲ 題材の指導計画

① 指導目標

②

「わ た したち と家庭 の生活」

ア 家族 それぞれの生活 に関心 を もっ 。

家庭 にお ける自分の立場 や役割 に気付 く。イ

家庭 の機能 、家族 の人間関係 の重要性 を理解す る。ウ

エ 家族 の一員 と しての 自覚を もち、生活 をよ りよ くしよ うとす る意 欲を もっ
。

指導 計画 ア わ た した ちと家庭1時 間 本時

(3時 間)イ 家庭 の機能1時 間

ウ 家族 とのかかわ り1時 間

(4)指 導事例

①

②

③

小題 材名 「わ た したち と家庭」

目 標 ア 写真 を見て、人物 の会話 や思 ってい ることを想像 し考 えなが ら、 人

と人 とのかかわ りに興味 ・関心 を もっ。

展 開(こ の小題 材 は次時の小題材 「家庭 の機能」 と2時 間続 けて指導す ると有効)

学習内容 学習活動 指導上の援助 ・留意点 評価の観点 資料 ・その他

人と人 との ・数枚の写真を見 る。 ・写真に対 して先入観を も ・写真を興味 ・関心をもっ ・さまざまな家族

かかわりに っような発言は避ける。 て見たか。 を撮 った写真

ついて興床・ ・写真の人物の会話や ・できるだけ具体的に考え (関 ・意 ・態) ・プ リ ン ト1

関心をもっ 思 っていることを想 られるよ う助言する。 ・写真の主人公の気持ち

像 し、プ リントに記 になって考えをまとあ

入す る。 られたか。

・各自が想像 したこと ・互いに想像 したことを発
(関 ・意 ・態)

を班の中で発表 し、 表 し合 った後、班 として (創意工夫)

話 し合う。 一つ よ りよい ものをま と ・班の話 し合いに積極的

・発表の中か ら班で一 め、演 じることを伝える。 に取 り組んだか。

番よいものにまとめ (関 ・意 ・態)

主人公になったっも ・よ りよいものにまとめ
、

りで演 じる。 しっか り演 じたか。

(関 ・意 ・態)

(創意工夫)

・発表を真剣に聞いたか。

・写真全体の感想をプ (関 ・意 ・態)

リ ントに まとめる。 ・人 と人 とのかかわりに

まとめ 興味 ・関 らをもてたか。

・プ リン ト1を 回収す る。
(関 ・意 ・態)

④ 評価 ・

ア 写 真 を通 して、相手の気持 ちになって会話や場 面を考 え られたか。

イ 班 の話 し合 い に積極 的に参加 し、主体 的 な学 習がで きたか。

ウ 発 表や写真 を通 して、人 と人 とのかかわ りに興 味 ・関心 を もったか。
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参考 小題材名 「家庭の機能」

学習内容 学習活動 指導上の援助 ・留意点 評価の観点 資料 ・その他

前時の復習 ・写真にっいて他の生 ・写真を提示する。 ・前時 と同 じ写真

徒の考えを聞 く。 ・前時のプ リントの意見 よ

・写真は家族を写 した り、家族や人間関係に関

ものであることに気 す るものを とりあ げる。

付 く。 ・家庭では、だれがどの ・画用紙

家庭の働き ・家族がいっ も笑顔で ようなことを している ・マ ジ ッ ク

生活 してい くには何 か気付いたか。 ・プ リ ン ト2

が必要かを考える。 (関 ・意 ・態)
・班 ごとに話 し合 い、 ・情緒面だけでな く、家庭 ・班の話 し合いに積極的

意見をまとあて画用 の働 きは広範囲であるこ に取 り組んだか。

紙に書 く。 とに気付 くよう助言する。 (関 ・意 ・態)

・黒板に画用紙を貼る。 ・足りない分は教師が補う。 ・家庭の働 きが分か った

・同 じよ うな働 きごと か 。

にまとめ る。 ・家族の形態が多様化 して (知 ・理)
・家庭の働 きについて いることにふれ る。 ・家庭の中で大切な もの

プ リン トに記入す る。 ・家族 とは人数や形態によっ が何か気付 いたか。

家族の人間 ・時代や メ ンバーの変 て決まるとは限らないこ (知 ・理)

関係の重要 化に左右されない大 とを示唆する。 ・自分の考えをまとめ ら

性 切な働きは何かを考 れたか。

え る。 (知 ・理)

まとめ ・プ リン トに記入す る。 ・プ リン ト2を 回収 す る。 (関 ・意 ・態)

(5>教 材 ・教具 の工 夫

多様化 して いる生 徒 の家庭環境 に配慮 しっっ、情緒的 な家庭 の温 か さを生 徒が気付 いた

り、意識 した りす るには、何か視覚 に訴え る必要が あると考え た。

そ こで、視聴覚教 材の中か ら、一っ一っ場面を比較 して見 る ことがで きる写 真を用 い る

ことに した。写真 は黒板 に掲示 して、生徒か らよ く見え るよ うにカ ラー コピーで拡大 し教

材 と した。写真 の題材 は、本研究 員の家族の生 活の スナ ップか ら家族 や家庭 の温 か さが で

てい ると思 われ るものを5種 類選 んだ。 また、一人一 人の生 徒が写真か ら読 み取 れ る家 族

の会話 や思 いを考 え るに当た って は、手元 に写 真をプ リン トに した ものを ワー ク シー トと

ともに配布 した。
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3研 究の まとめ と今後 の課題

授 業研究等 を実践 した結果 、次 のよ うな点 が明 らかにな った。
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① 教 材 ・教具 の工夫 につ いて

家族 の楽 しそ うな写真 を教材 に用 いた ことは、生徒 の関心 を喚起 し、抽象的 にな りが

ちな家族 や家庭 につ いての導入部分 に対 して、生徒 が主体 的に学 び有 効で あ った。

また、家族 や家庭 の学習 を進 あ ると、 プ ライバ シーに触 れ る場合 が多 くなる。そ こで、

写真 を用 いて、家族 や家庭 につ いて の教材 と して一般化 した ことは、生徒一 人一人 の 家

族や家庭 にふみ こむ ことな く、生徒 は心 の中で 自分の家族や家庭 を意識 しなが ら、 会話

を考え るな ど、家族 や家庭 への思 いを深あてい くことにっ なが った。

② 指導法 にっ いて

授 業終了後 に、生徒 によ る学 習活動 の

評価 を行 った。 その結果 は右図 の通 りで

ある。

「会話 を考 え る こと」 「友 達 の発表 」

は、 お もしろか った、「先生の説明」「ワー

クシー ト」が分か りやすか った と生 徒 は

答 えて いる。

生徒一 人一 人が会話 を考 えた上 で、 班

ごとに考 え、 さ らに クラスの中 で写真 の

登場人物 にな りきって演 じ、発表 した こ

とは、互 いのよ さを認 あ合 った り、 自分

の よさに気付 いた りで きて よか った。 ま

た、 ワーク シー トを活用 した ことは、考

えを まとめやす くしたよ うであ る。

③ 指 導計 画等 について

・ 「わ た したちと家庭」 の次 に 「家 庭 の

機能 」を指導 した ことは、家 庭 の機 能

纂』　　のお　が

一 鯵
匝 内容郵

欝li畿:1;;;≒
「

..は やか ったの で よ くや った

ゾ こ コ

匝]徳 ・・か・たので」 」9 淵 ・・わか・なか・た1

多かったので よく考えた

少なかったので 考えなかった

よく分か った

廊 なか・た

の学 習で、生徒 が情緒的 な面 に気付 き、 その理解 も早 か った。

・指導事例 では1時 間分 しか掲載 できなか ったが、 実際 には、 次 の小題 材 と続 けて指導

を行 った。 この2時 間続 きの授業 は、1時 問 目で生 徒 の家 族 への思 いが高 ま った気持

ちが持続 して、す ぐ次 の時 間に進 めたので、家族 の大切 さまで掘 り下 げることができた。

しか し、 家庭 の機 能 の学習 に際 して は、情緒 面 に生徒が重 きを置 きす ぎた こと も否

めない。

④ 今後 の課 題

家庭生活 を 円滑 に送 るために、その根底 に流 れてい るもの は家族 相互 の協力 ・思 い や

り等、精神 的 ・情緒的要素 であ るとい うこと、 また、精神 的要素 で結 ばれ てい るの が家

族 であ るとい うことに気付 き、家庭生活、 さ らには技術 ・家庭 の授業 全般 に興味 ・関 心

を もち意欲 的 に活動す る ことので きる指導法 の工夫を、今後 さ らに考 えて い きたい。

また、家庭 の大 切 さの指導 は技術 ・家庭の授業全体を通 して いえる ことで ある、 生 徒

の成長 に合 わせて適 宜指導 して い くことが重要であ ろう。
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選択教 科技術 ・家庭 にお ける 「食物」領域 一第3学 年選択授業 の指導法 の工 夫 一

1研 究の進 め方

(1)選 択教科技術 ・家庭 にお ける 「食物」領域 の設定の理由

生徒 は、選択技術 ・家庭 にお ける 「食物」 領域 にっ いて、興味 。関心 が高 く、学習 した

い とい う意欲 も高 い。反面 、 日常の食生活 に関す る体験 が不足 しが ちで、食物 や食事 が で

きるまでの過程を知 らずに安易 な食生活 を送 って いる現状 があ る。

そ こで、「食物」領域 を指導す るに当 たって は、調べ学習 や調理 実 習 を計 画 の 中 に組 み

込 み、体験 を通 して学 ばせたい と考 え る。生徒 が50分 とい う一単位 時間 の中で、体 験 を通

して学 ぶ ことがで きるよ うにす るためには、必修教科 と しての技術 ・家庭 の 「食物 」領 域

の基礎 ・基本 をふ まえて、指導 内容 を補充 ・深化す るな ど、題材 や指導 法 の工夫 が必 要 で

あ る。

以上 の ことか ら、生徒一人一人が食物 に一層興味 ・関心 を もち、主体 的 に学習 し、生 活

の中で実践 しよ うとす る態度を育て る ことが で きる題材 の開発及 び指導 法 の工夫 に取 り組

む ことに した。

(2)仮 説

生 徒一人一人 が、食物 に一層関心を もち、健康で よ りよい食生活を しよ うとす る意 欲 や

態 度を育て るために は、以下の5点 を柱 に して、研究をすす めれ ばよい と考 え た。

① 生 徒 の興味 ・関心 が高 まる教材 ・教 具を用意 す る。

② 「食物」領域 にお ける基 礎的 ・基 本的な内容 をふ まえ た題材を用意す る。

③ 一 人一人 の生徒 が創意工 夫で きる場 を設 ける。

④ 効 果的 な調理用具 の活 用を図 る。

⑤ 身近 な材料 を使 って、 自分で作 ることがで きる調理 を考 え る。

(3)内 容

① 実態調 査の集計、分析 、考察 をす る。

② 一 っの料 理か ら発展、補充 ・深化す ることがで きる題材 の開発

③ 実践 的、体験的 な活動 を取 り入 れた指導法 の工夫

④ 安全 な食品を選択で きるよ うに、添加物等 の幅広 い知識 を身 に付 ける ことがで きる学

習指導 の工 夫

⑤ 年間指導計 画の作成

⑥ 調理時間 の短縮 を考 え、調理器具の活用 を図 るなど調理法 の工夫

2研 究の内容

(1)実 態調査及 び考 察

選択教科 としての 「食物 」領域 の現状を把握す るために平成6年7月 に都下82校 の家 庭

科 担当 の教員 と第2学 年 の生徒を対象 にア ンケー ト調査を実施 した。

技術 ・家庭 が男女共 に学ぶ こととな り、選択授業で も家庭科 を選択 して いる男子生 徒 の

割 合 は、2年 生 で38.5%、3年 生 では20%で あ る。(図1参 照)こ れ か らは さ らに この割

合が高 くなるので はな いか と思われ る。 よって、今後 は男子生徒 に とって も学習 しやす く、

興 味を もて る教材 を工夫 す る必要があ る。
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「食物」 領域 は男 女の別 な く生徒 に好 まれ る領域 であ る。(図2参 照)と ころが 現実 に

は、選択技術 ・家庭科で 「食物」領域を行 って いる学校 は、2年 生 で は14.6%、3年 生 で

は23.2%で あ る。(図3参 照)こ れ は各学校の時間割編 成 や 、予 算 、 設備 の 問題 な ど も一

因で ある と思 うが、そ うした外的 な要因 を別 にす ると、時 間的な制 約が一番大 きな障害 と

な って いる。(ア ンケー ト結果4、5参 照)

そ こで、 今回の研究で は、短時間で作 る ことがで きる実習題材 の開発 を中心 に据 え、 行

事食 、旬 の素材 、素材 の特徴 ・性質 などの内容 を盛 り込 んだ年 間 計 画 を作成 し、 生 徒 が主

体 的 に学習 す る態度を育て る指導法 の研究 を進 あた。

2年 生

3年 生

2年 生

3年 生

図1家 庭科を選択 している生徒の内訳

050100(%)

翻 女子 匿鋼 男女 ■ 男子

2年 生

0

図2生 徒が希望する領域

50 100(%)

223

図3選 択領域 に関するアンケー ト

050100(%)

101

躍 被服 國 食物 ■■■住居

園 保育 懸 その他 囲 実施して
いない

睡 食物E鋼 被服 ■■■手芸

国=璽住居 懸 保育 旺田 家庭生活

匠 ンケー ト結果4i選 択 で食物 を実施 して い

る場 合 の困 難 点

・浅 い内 容 の物 しか で きな い。

・男 子 の 興 味 ・関 心 に対 応 で きて い な い 。

。素 材 につ いて じ っ く り調 べ る時 間 が あ ま り と

れ な い。

・週1回 で50分 の 調 理 実 習 は難 しい。

・カ ッ トの対 象 に な りや す く、年 間 の総 時 数 が

少 な い 。

・生 徒 が 企 画 、 計 画 す る に は時 間 が 短 い 。

・後 片付 け 、準 備 に時 間 が か か る。

・1時 間 の た あ 、素 材 ・教 材 の制 約 が あ る。

(ゼ ラチ ンな ど は無 理)

ア ンケー ト結 果5現 在、選択 で食物領域 を実施 していな い学 校で、実施 した場合 に予 測 さ

れ る問題点 や配慮す べ き点

・時 間的 に実 習 は無理。 ・生徒 の要求す る物 と時 間的な制約 の ギ ャップが大 きい。

・時 間の関係 か ら課 題学習 にす ると関心 を持続 させ るのが難 しい。'・生徒が殺到す るであろ う。

・教 師側 の準 備の時間が不足 す る。 ・ユ時 間だ と遊 び感覚 にな りが ちで あ る。
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② 年間指導計画 の作成(指 導 時数35時 間)

生徒 が主体的 に取 り組 み、興 味 ・関心 を もって学 習がで きるよ うに調 理実習 の回数 を 多

く取 り入 れた。一 っの実 習 は、基礎 的 な学 習内容を生 か した調理実 習の計画 の立案 、実 習

の流れ の2時 間単位 と し、各題 材の始 めには基礎的な内容 の学習時間を設定 した。必 修教

科 「食物」 との関連を図 り、実習題材 は主 に次の5っ の観点か ら考え、指導計画を作成 した。

A旬 の食品を利用 した調理B加 工食 品を利 用 した調理 .

C加 工 食品を作 る調理D行 事食 の調理

E身 近 な材 料を用 いた調理(小 麦粉等)

なお、 この計 画 は年間授業時数 に応 じて、実習題材 を組 み替 え ることがで きる。

時間数
(累計)

題 材 内 容 料理カー ドの調理例

1 年間指導計画、希望アンケー ト

2 小麦粉を使った調理 小麦粉にっいての学習(グ ルテンの観察)

1 3 小麦粉を使った調理計画1 ク レ ー プ 、 ク ッ キ ー 、 ケ ー キ 、

4 「ワ ッフル」作 りの実習1 ドー ナ ツ 、 マ ド レー ヌ

学
5 小麦粉を使った調理計画2 お好み焼き

6 調理実習2

7 旬の食品を利用した調理1 旬の食品についての学習 アスパラ肉巻 き、桜 もち

期 8 旬の食品を利用した調理計画1 ミ ッ ク ス ジ ュ ー ス

9 調理実習1

10 1学 期の反省 ・まとめ

11 2学 期の計画、希望アンケー ト

12 加工食品を利用した調理
、

加工食品にっいての学習 白玉ぜ んざい、 フル ーッポ ンチ

13 加工食品を利用した調理計画1 スパ ゲテ ィーボ ンゴ レ、 タル ト、

14 調理実習1 牛乳かん、山菜おこわ

2
15 加工食品を利用した調理計画2

16 調理実習2

17 加工食品を作る調理 加工食品を作る調理計画1 ジ ャ ム 、 マ ヨ ネ ー ズ 、 ピ ク ル ス 、

学 18 調理実習1 バ タ ー 、 カ レ ー 粉 、 ホ ワ イ ト ソー ス 、

19 加工食品を作る調理計画2 カ ッテー ジチーズ、玉 子豆 腐

20 調理実習2
期
21 旬の食品を利用した調理2 旬の食品を利用した調理計画2 スイー トポテ ト、焼 きりん ご

22 調理実習2

23 行事食の調理計画1 行事食の調理計画1 ク リスマ スケ ーキ

24 調理実習1 おせち料理(田 作 り、なます)

25 2学 期の反省 ・まとめ

26 3学 期の計画、希望アンケー ト

27 行事食の調理2 行事食の調理計画2 もち料理(い ちご大福)

3 28 調理実習2

29 旬の食品を利用した調理3 旬の食品を利用した調理計画3 ふろふき大根、菊花かぶ、

30 調理実習3 きんかんの甘露煮
学
31 身近な材料を使った調理 身近な材料を使った調理計画 漬物、ふりかけ、さかなのすり身、

32 調理実習 いかめ し

期 33 お別れ実習 お別れ実習計画

34 調理実習

35 年間の反省 ・まとめ
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(3)料 理 カー ドの作成

一つ の実 習 は基 礎 な内容 の学習→基礎的 な内容 の学習 を生か した調理実 習の計画 の立 案 →

実習 と流 れて行 く。基礎 な内容 の学習 では、実験 や観察 などの体験 的な学 習や調べ学習 に よ

り主 体的 に学 ぶ、その学習を受 けて調理実習 の計画 を立案す る。

実 習 の計画 を立案 す るには、生 徒が主体的 に自分 たちが作 りたい ものを調 べれば よいわ け

であ る。 そ こで、生徒 の活動 を援助 で きる教材 を用意 し、生 徒が さ らに応用 ・発展 す るな ど

主 体的 にかかわ ることがで きる教材 と して料理 カー ドを考 えた。 この カー ドは、生徒 が考 え

た り選択 の幅 を広 げ た りで きるよ うに、多種類用意 した。そ して次 の ような題材 を盛 り込 ん

であ る。

① 調理実習 の時間を50分 と

す るための題材

調 理実 習 は100分 を単 位

と して実施することが多 い。

しか し、50分 とい う半 分 の

時 間で実施 す るために は、

電子 レンジ、フー ドプロセ ッ

サー、 スライサー、電 動泡

立 て器 、 ミキサー等 の調理

器具 を有効 に活用 した題 材

や加工食 品を活用 した題 材

を考 えた。

② 学 んだ ことを家庭で実 践

で きる題材

生徒 の身近 にある材料 を

活用 し、調理 実習す る こと

によ って手順 や技術 が分 か

り、学ん だ ことを家庭 で生

か し、実践 しよ うとす る意

欲を喚起 した。

(4)指 導事例

① 目標

E7 ワ ッ フ ル 30分 小 麦 粉 料 理

応用 ・発展

中 に は さむ もの は

・カ ス ター ドク リー ム

・チ ョ コ レー トク リー ム

・チ ー ズ ク リー ム

・ジ ヤム

・生 ク リー ム

な ど

作り方の手順

① ワッフルの種を作る。ボールに卵を割 りほ

ぐし、砂糖、はちみっを加えて泡立て器で

三分立て程度に泡立て、小麦粉、ベーキン

グパウダーをふ り入れて、ゴムベラでさっ

くりと混ぜ、牛乳を少 しずっ加えてのばす。

②ワッフル型を熱 して、油(分 量外)を 薄 く

塗り、弱火にして①の種を型に流 し入れ、

表面に小さい穴がぶっぶっあいて乾いてき

たら裏返し、約30秒 焼いて取り出す。同様

にして全部の種を焼 く。

③②の荒熱がとれたら、それぞれにジャムな

どをのせ、軽く半分に折ってはさむ。

回
・種は型に流し入れて

、弱火で約1分

焼 き、表面が乾いて きたら返す。

(1枚 約大さじ1)

材料と分量〈12個分〉

・小 麦 粉

・ベ ー キ ン グパ ウ ダ ー

・卵

・砂 糖

・は ち み っ

・牛 乳

100g

ノJxさじ2/3

2個

209

小 さ じ2

大 さ じ2

主な調理用具

ワ ッ フル の 型 、 玉 じゃ く し

泡立 て器 、 ふ る い、 ゴ ム ベ ラ

ア

イ

ウ

工

題材名 「小麦 粉を使 った調理 」(5時 間)

小麦粉 の調理上 の性質 を知 り、小麦粉 を使 った料理 に興 味 ・関心 を もっ 。1時 間 目

ワ ッフルを作 る ことがで きる。2～3時 間 目

実 習を応用 ・発展 させ、小麦粉 を使 った料理 を作 ることがで きる。4～5時 間 目

生活 に生 かす意欲を もっ。 〃
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② 指導 の展開例(1時 間～3時 間)
I

I

瑠

ート

学習内容 学習活動
1

指導上 の援助 ・留意点 評価の観点 資 料

1

1

1
ー

小麦粉 ・小麦粉を観察 した り ・小麦粉 にっ いて既習 ・積極 的に小麦粉 小麦粉

1 時 の調 理 実 験 した り して 、 小 事項 を思 い出す よ う に っ い て 、 調 べ ボ ー ル等

間 上 の性 麦粉の性質を調べる。 助 言 す る。 よ う とす る。

目
質 (関 ・意 ・態)

小麦粉 ・小麦粉 を使 った食 品 ・小 麦 粉 は種 類 に よ っ ・ ワ ッ フ ル に 適 し

を 使 っ に つ いて 考 え る。 て使 い道が異 な る こ た小麦粉の種類

た調理 ・ワ ッフ ルに適 す る小 と に気付 くよ う促 す。 が 分 か った か 。

の実 習 麦粉の種類 を考える。 1 (知 ・理)

2 計画の ・ワ ッ フ ル の 料 理 カ ー ・ワ ッ フル に は前 時 に ・材 料 、分 量 、 作 料 理 カ ー

作成1 ドを 見 な が ら、 実 習 作 った ジ ャム を は さ り方 を確認 しな ド

時 計画 を考 え、計 画表 む こ とを伝 え る 。 が ら記 入 したか。 実習計画

に記 入 す る。 (創 意工夫) 表

間 ・作 り方 の ポ イ ン トを ・泡立 ては時間短 縮 の ・ポ イ ン トを 確 認 ワ ッ フ ル
曽

確 認 す る。 たあ電動泡立 て器 を し、 実 習 へ の 関 型

目 利用す る こと、小麦 心 ・意欲が高 まっ 電動泡立

粉 を混ぜす ぎな い こ た か 。 て器

となど助言す る。 (関 ・意 ・態)

本時の ・本時 の実 習の要点 を ・材料 は実習時間 が な ・実習 の要点 が分 材料

学習の 確 認 す る。 るべ くとれ る よ う、 か っ た か 。 用具

要点 一部計量 して準備 し (知 ・理) 料理

て お く。 ・積極的 に実 習 し

調理実 ・実習計画表 に従 って ・30分 を 目安 と して 時 た か 。 実習計画

習 実 習 す る 。 間内 に手際 よ く作 業 (関 ・意 ・態) 表

3 す る よ う促 す 。 ・能率的 に協力 し

・班 ごとに作 業や協 力 て 作 業 したか 。

時 につ いて指 導 す る。 (創意工夫、技)

・安全 に衛生 的 に

間
作 られて い るか。

試食 ・評価 しなが ら試 食 す (技能)
目

る 。 ・きれいに配 膳 す

片付け ・班員 で協 力 し、後 片 る ことがで きた

付 けす る。 か 。(技 能)

まとめ ・実習 の評 価 と反 省 を ・目標 に応 じて 自己評 ・協力 して片付 け

実習計画に記入す る。 価するよ うに伝える。 た か 。(技 能)
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③ 評価

ア

イ

ウ

工

小麦粉 の調理上 の性 質を知 り、小麦粉を使 った料理 に興味 ・関心 が高 ま ったか 。

ワ ッフルを作 ることがで きたか。

実 習を応用 ・発展 させ、小麦粉 を使 った料理 を考え、実習 したか 。'

生活 に生かす意欲 を もったか。

3研 究 のま とめ と今後の課題

今回 の研究 で は、短時間 でで きる実 習題材 の開発 と指 導法の工 夫を図 りなが ら、生 徒 の興

味 ・関心 を高 め る ことを考 えた。

題材 「小麦粉 を使 った調理 」 は、必修領域 「食物」 の学 習を補 充 ・深化 させた ものであり、

小麦粉 は生 徒 にと って身近 な材料 であ ったので生徒 の学 習意欲 は高か った。

また、3時 間を使 って、小麦粉 の調理上 の性質 を調 べ、「ワ ッフル」 を作 った後 、 さ らに

料 理 カー ドを活用 して、 自分 たちで小麦粉 を使 った料理 を考 え、計画 し、実習 をす るとい う

学 習 の流 れは、生 徒一 人一人 が主体的 に学 ぼ うとす る意欲 に応 え ることがで きた。実 習後、

生 徒 たちか らは 「お もしろか った、 また作 ってみ たい。」 な どの声 が あが り、 その 後 の授 業

にお いて はよ り主体 的 に取 り組む よ うにな った。

電動泡 立て器等 の調理器 具を積極 的 に活用す るなど、短時間で の実習 が可能 な料 理 カ ー ド

を数多 く用意 した ことで、教 師 も50分 の中でため らいな く調 理実習を取 り上 げ ることがで き

た。 また、料 理 カー ドの中に応用 ・発展 させ るための資料 も提供 したことは、生徒 の調理 に

関す る興味 ・関心 の喚起 にっなが ったよ うに思 われ る。

今後 は第2学 年 の選択授業 の中に取 り入 れ られ る題材 の研究 を進 あ るとと もに、生 徒一 人

一 人が
、 よ り一層意 欲を もっ ためには、生徒 自 らが題材 を選 び、材料 を準 備す るな ど、課 題

別 の食物 の学習 を行 い、生徒 が主体的 に学ぶ指導 を工夫 してい きたい。

[写真1]

劉

誌

舞

麹

樽
ー

.

夢

曳
=

添

,

懸
華

1'T
き

憲
》

響

[写真2]

誘
難

鱗

。

一24一


